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２．大学の将来構想 
2.1 東京工業大学の将来構想 

 東京工業大学では、平成13年10月に「東京工業大学

の将来構想」をまとめ、以後、学長のリーダーシップ

のもと、この将来構想を基礎に大学のマネジメント、

研究、教育、社会貢献システムの体制を刷新してきた。

この将来構想では、本学の長期目標を「世界最高の理

工系総合大学の実現」と定めている。 
 この目標達成のために、大学から創出される「研究・

教育・社会貢献の成果」が、「適正に評価」され、さ

らに「適正な資源供給・配分」に反映されるトータル

システムの構築が重要であるとし、中期目標を設定し

ている。中期目標として掲げられた事項の中で、本プ

ログラムに関連する事項は以下の通りである。 
1) 戦略的マネジメント体制の確立 
・学長のリーダーシップに基づく教育・研究・社会貢

献システムの戦略的運営体制の構築 
・上記実現のため、教官と事務官を融合させた学長の

スタッフ組織として、研究戦略室等を設置 
2) 研究システムの改革 
・革新的研究分野を部局を越えた全学的組織で戦略的

に展開する「イノベーション研究推進体」の構築 
・研究支援体制の整備と国際水準の研究環境実現 
3) 教育システムの改革 
・IT教育及び教育のIT化を含む学部・大学院教育の改

革と国際教育（日本人学生教育の国際化、留学生教

育及び国際交流）の改革 
4) 産学連携体制の改革 
・産学連携体制の強化及び産学連携支援人材の育成 
2.2 将来構想と拠点形成 

 これらの中期計画に沿って、世界でトップの研究・

教育・社会貢献体制を整備するためには、世界の最先

端を行く独創的・先端的学術研究を推進することによ

り新しい知を創造し、国際的リーダーシップの発揮で

きる創造性・人間性に富んだ人材を育成し、科学・技

術の持続的発展を通じて社会に貢献する研究教育拠点

を構築することが重要である。本プログラムの申請に

おいては、学長のリーダーシップのもと、戦略的マネ

ジメント体制における研究面での要である研究戦略室

が中心となり、各分野における本学の強み、カバーす

べき領域、研究者の動向、これまでの教育の問題点と

改革の目指すべき方向等を議論した。その結果、研究

面では、総合科学技術政策における重点分野を中心に、

いくつかのイノベーション研究推進体をベースとして

拠点案を決定した。また教育面については、専門性だ

けではなく高い柔軟性と広い視野を持ち産業界でも活

躍できる人材育成、スクーリングを重視した多様なコ

ース設計、国際コミュニケーション能力の強化、厳格

な修了評価、などを特徴とする教育システムづくりを

全学的な基本方針とした。またプログラム終了後の拠

点イメージを明確にするため、研究面では学内措置に

よるセンター等の研究施設、また教育面では学内措置

による新コース等の設置を図ることにした。 
2.3 拠点形成のための支援方策 

 上記の目的を達成するため、本プログラムを通した

研究教育拠点の構築に当たっては、学長を中心とした

全学体制でこれを支援することとした。 
 すなわち、拠点申請に際しては、前述の通り、学長

のリーダーシップのもと、研究戦略室が中心となり、

各分野における本学の強み、カバーすべき領域、研究

者の動向、これまでの教育の問題点と改革の目指すべ

き方向等の視点から研究グループの申請を支援した。 
 また、本プログラムの採択拠点に対する直接的支援

としては、以下を実施することとした。 
・学内資源配分：各研究教育拠点へ傾斜配分校費等に

よる支援、全学共通スペースの確保と重点配分。 
・進捗状況管理と評価：研究面では研究戦略室が、教

育面では教育推進室が、国際面では国際室が進捗状

況を管理・評価し、毎年評価室が実績を評価し学内

資源配分へ反映。 
・競争的資金獲得支援：拠点における研究教育の更な

る推進のため、研究戦略室により外部競争的資金の

獲得を支援。 
・人材の流動性確保：任期制の導入や博士修了者の外

部機関でのポスドクの奨励。 
・終了後の拠点運営：研究面では学内措置によるセン

ター等を構成し、教育面では新センターの教育面を

担う学内措置による新コース等を設置するととも

に、そのための規則を整備。 
 さらに、間接的・長期的視点では、外部競争的資金

のオーバーヘッドによる研究・教育インフラ整備及び

事務系を含めた研究・教育支援体制の強化等により、

学内の研究教育活動を活性化することとしている。 
 
３．達成状況及び今後の展望 
3.1 採択拠点への支援の具体的実績 

 ２項に記した本学の将来構想実現に資するために全

学体制で実施したプログラム採択拠点への支援を具体

的に記せば、以下の通りである。 
・学内資源の優先配分：採択拠点の研究スペース確保

のための支援として、学内のスペースからグローバ

ルCOEプログラム採択拠点を含む全拠点合計で

3,240 m2を優先配分するとともに、プログラム経費

からの支出が難しい経費の確保のため、これらの拠
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点に６億円余（平成14〜19年度積算額）を学長裁量

により配分した。 
・広報支援：各拠点が実施する国内外向けのシンポジ

ウム・広報活動のほかに、本学としての21世紀COE
プログラムならびにグローバルCOEプログラムへ

の取り組みを広く社会に認知してもらうため、全拠

点の活動を網羅したInter-COEシンポジウムを全学

体制で５回開催した。 
・センター化・コース化支援：各拠点の研究・教育面

での出口イメージを明確にするため、プログラム終

了を待たず、それぞれの拠点が研究センター・教育

コースを設置できるよう規則を整備するとともに、

これらの設置を強力に支援した。その結果、本学が

擁する12拠点が研究センターを、９拠点が教育コー

スを設置するに至っている。 
・事務支援体制の構築：各拠点の研究者が研究教育活

動に専念できるよう、大岡山・すずかけ台両キャン

パスにCOE支援室を設置し、各拠点の経理や事務書

類作成を実質的にサポートする体制を整えている。 
・競争的資金獲得・産学連携の支援：各拠点が研究教

育活動を実施していく上で必要とする外部競争的

研究費の獲得のため、研究戦略室が中心となって、

各種情報の収集・提供や申請書類準備などの支援を

実施した。また、本学の技術移転活動の要である産

学連携推進本部を中心に、各拠点の研究成果の技術

移転や産学交流を積極的に推進した。 
・国際化支援：各拠点が推進する国際共同研究や教育

の国際化については、研究戦略室と国際室が連携し

てサポートする体制を整えている。 
 これらの支援を通して各拠点の研究活動の高度化・

効率化が図られると同時に、本学の研究教育支援体制

のベンチマークとして拠点以外へも浸透しつつある。 
3.2 将来構想等の達成状況 

 本プログラムにおける拠点形成を通して、本学の将

来構想の第一フェーズを達成することができた。前述

の中期目標の項目ごとに述べれば以下の通りである。

1) 戦略的マネジメント体制の確立 
 本プロジェクトの申請・運営・評価・支援を通して、

学長のリーダーシップに基づく教育・研究・社会貢献

システムの戦略的運営体制構築の必要性が認知され、

研究戦略室・企画室・評価室・教育推進室・国際室・

産学連携推進本部・広報センターといった企画立案組

織が構築されるに至っている。 
2) 研究システムの改革 
 本学における拠点形成がイノベーション研究推進体

をベースにしていることは既に述べたとおりである。

このことは、本学の研究面での「強い分野」を、学外

の視点からの評価を受けながら、さらに強めていく方

針によるものであり、このような流れが全学的に認知

されるに至っている。また、各拠点の研究活動継続の

ため、学内措置による研究センター設置のための規則

整備を行い、こうした「強い分野」の研究拠点構築を

強力に後押ししている。さらに、その次の「強み」を

構築していくため、イノベーション研究推進体活動を

継続的に推進するとともに、各拠点の成果を本学の長

期目標に合致したものとして昇華させるため、拠点リ

ーダーをメンバーとする「先進研究機構」を常設し、

拠点間の意識の整合を図るとともに、本学の教育研究

施策決定へ積極的にフィードバックしている。 
3) 教育システムの改革 
 本プログラムの拠点形成をひとつの契機として、大

学院に修士・博士一貫コースを設置し、あるいは国際

大学院コースを見直すなど、専門性だけではなく高い

柔軟性と広い視野を持ち産業界でも活躍できる人材育

成、スクーリングを重視した多様なコース設計、国際

コミュニケーション能力の強化、厳格な修了評価、な

どを特徴とする教育システムを構築し、これらの人材

養成を通して社会に貢献する体制を構築している。ま

た、本プログラムの拠点のいくつかはその目的に合致

した特徴ある教育コースを設置しており、これらを通

しても教育システムの改革を実施している。 
4) 産学連携体制の改革 
 学内に産学連携推進本部を設置し、産学連携と研究

成果の技術移転に関する業務を一元化して実施する体

制を整えた。産学連携推進本部には、国内外における

知的財産管理と活用・産官学連携を担当する人材を登

用し、本学の強い分野が築き上げた知的財産を社会に

貢献できる形にする体制を構築している。 
3.3 本学の将来展望と研究教育拠点 

 本学の長期目標である「世界最高の理工系総合大学

の実現」のためには、上記の中期目標の第一フェーズ

の実現だけでは十分ではなく、この成果を踏まえた次

のステップが重要になる。 
 本学の将来展望の鍵を握る「次のステップ」として

は、本学の研究・教育両面での強みをさらに強める取

り組みを挙げることができる。21世紀COEプログラム

等に採択された拠点を含め学内の有力な研究教育グル

ープから学内外の評価に耐えるものを学長と研究戦略

室等が連携して選定し、研究スペースの確保など、そ

れらへの支援を既に実施している。また、こうして構

築された「強い」教育研究組織をさらに強めるため、

学長と各室が連携して研究グループを評価し、グロー

バルCOEプログラム拠点として申請を行っている。 
 一方、これらの研究教育グループの成果を本学の研

究教育の基盤である研究科群にフィードバックするこ

とにも取り組んでいる。その結果、新たな研究教育両

面での強みが構築され、「第二フェーズ」として新し

い視点での教育研究活動が実施できると期待される。 
 このように、本学における研究教育両面での強みを

抽出し、重点的支援を行って拠点化し、その成果を研

究境域基盤にフォードバックする好循環システム

（Dynamic Circulation System）の構築こそが、本学を「世

界最高の理工系総合大学」に至らしめるために必要な

ステップである。上述の通り、本プログラムでの拠点

形成はその第一フェーズとしてきわめて高い実効があ

ったものと確信している。 
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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１５年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名  東京工業大学 学長名 伊賀 健一 拠点番号 G09 

１．申請分野 Ｆ<医学系> Ｇ<数学、物理学、地球科学> Ｈ< 機械、土木、建築、その他工学> Ｉ<社会科学> Ｊ<学際、複合、新領域> 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 

  量 子 ナ ノ 物 理 学 
(Nanometer-Scale Quantum Physics) 

    研究分野及びキーワード <研究分野：物理学 >  (ナノワイヤ)  (ナノチューブ)  (ナノプローブ)  (量子伝導)  (量子情報) 

３．専攻等名 大学院理工学研究科 物性物理学専攻，基礎物理学専攻 

４．事業推進担当者           計 ２０ 名 

ふりがな<ローマ字> 

氏  名 
所属部局(専攻等)・職名 

現在の専門 
学 位 

役割分担 

(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  
(拠点リーダー) 

Ando    Tsuneya      

安藤  恒也 

 

大学院理工学研究科 
物性物理学専攻・教授 

 

物性理論、理学博士 

 

ナノ構造物性理論 
量子伝導理論 

 

全体取りまとめ

Takayanagi    Kunio 

高柳  邦夫  
大学院理工学研究科 
物性物理学専攻・教授 表面物性、理学博士 

ナノ構造形成・観測 
ナノワイヤ・チューブ サブリーダー 

Yoshino    Junji 

吉野  淳二  
大学院理工学研究科 
物性物理学専攻・教授 半導体物理学、工学博士 

ナノ構造形成・観測 
磁性半導体 将来構想 

Tanaka    Hidekazu 

田中  秀数  
大学院理工学研究科 
物性物理学専攻・教授 磁性物理学、理学博士 

ナノ構造形成・観測 
ナノスピン 成果公表 

Munekata   Hiroo 

宗片 比呂夫  
大学院理工学研究科 
物性物理学専攻・教授 半導体物理学、工学博士 

ナノ構造形成・観測 
スピントノニクス 研究交流 

Yamamoto   Naoki 

山本  直紀  
大学院理工学研究科 
物性物理学専攻・准教授 表面物性、理学博士 

ナノ構造形成・観測 
ナノ粒子 ＲＡ・ＴＡ担当 

Matsusita  Michio 

松下  道雄  
大学院理工学研究科 
物性物理学専攻・准教授 分子科学、理学博士 

ナノ構造形成・観測 
分子ナノ光学 教育環境 

Saito      Susumu 

斎藤   晋  
大学院理工学研究科 
物性物理学専攻・教授 物性理論、工学博士 

ナノ構造物性理論 
ナノチューブ 国際共同研究 

Oshikawa     Masaki 

押川  正毅 
(平成18年3月31日転出により辞退) 

大学院理工学研究科 
物性物理学専攻・助教授 物性理論、理学博士 

ナノ構造物性理論 
ナノ回路 国際共同研究 

Oka         Makoto 

岡     真  
大学院理工学研究科 
基礎物理学専攻・教授 原子核物理学理論、理学博士

ナノ構造物性理論 
ナノクラスター 教育ｼｽﾃﾑ 

Ueda    Masahito 

上田  正仁 
(平成20年2月29日転出により辞退)

 

大学院理工学研究科 
物性物理学専攻・教授 物性理論、博士(理学) 

ナノ構造物性理論 
ボース凝縮 研究評価 

Minami    Fujio 

南   不二雄  
大学院理工学研究科 
物性物理学専攻・教授 光物性、工学博士 

ナノ構造物性評価 
量子ナノ光学 産学交流 

Nishida    Nobuhiko 

西田  信彦  
大学院理工学研究科 
物性物理学専攻・教授 低温物性、理学博士 

ナノ構造物性評価 
超伝導 若手育成 

Okuda      Yuichi 

奥田  雄一  
大学院理工学研究科 
物性物理学専攻・教授 低温物性、理学博士 

ナノ構造物性評価 
超流動 研究環境 

Asahi     Koichiro 

旭   耕一郎  
大学院理工学研究科 
基礎物理学専攻・教授 原子核物理学、理学博士 

ナノ構造物性評価 
ナノＮＭＲ 研究教育ｼｽﾃﾑ

Kozuma     Mikio 

上妻  幹男  
大学院理工学研究科 
物性物理学専攻・准教授 量子物理学、博士(工学) 

フロンティア応用 
量子情報実験 研究交流 

Hosoya      Akio 

細谷  暁夫  
大学院理工学研究科 
基礎物理学専攻・教授 理論物理学、理学博士 

フロンティア応用 
量子情報理論 研究教育環境 

Nishimori  Hidetoshi 

西森  秀稔  
大学院理工学研究科 
物性物理学専攻・教授 物性理論、理学博士 

フロンティア応用 
情報統計物理 教育評価 

Kawai    Nobuyuki 

河合  誠之  
大学院理工学研究科 
基礎物理学専攻・教授 宇宙物理学、理学博士 

フロンティア応用 
宇宙観測素子 研究国際化 

Watanabe     Yasushi 

渡邊  靖志 
(平成19年3月31日転出により辞退)

 

大学院理工学研究科 
基礎物理学専攻・教授 素粒子物理学、Ｐｈ．Ｄ 

フロンティア応用 
粒子検出 教育国際化 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ １ ９ 合   計 

交付金額(千円) 134,000 130,000 128,000 
119,850 

（11,985） 

117,000 

（11,700） 
628,850 
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６．拠点形成の目的 

[1]必要性と目的 

21世紀の最重要研究領域の一つがナノサイ

エンスとナノテクノロジーである．その中で本

拠点がカバーするのはナノサイエンス，特にナ

ノスケールで発現する新しい物理学である． 

これまでの物理学の歴史は，新しい物質や構

造などから新しい概念につながる発見が生ま

れることを示している．例えば，電子計算機の

心臓部として開発された半導体LSIの2次元電

子系で整数量子ホール効果が発見され，トポロ

ジカル普遍量から抵抗標準へ至る新しい物理

学が生まれた．また，半導体ヘテロ構造では分

数量子ホール効果が発見され，分数電荷，エニ

オン，複合フェルミ粒子，複合ボーズ粒子など

の概念が誕生した．量子細線や量子ドットなど

のメソスコピック構造では，コンダクタンス量

子化，クーロンブロケード効果，朝永－ラッテ

ィンジャー流体効果，アハラノフ－ボーム効果

などの新しい現象が観測されるとともに，位相

コヒーレンスの重要性が明らかになった． 

ナノ構造においても新しい物理概念が生み

出されることは疑いない．実際，予想を超える

現象が発見されはじめている．例えば，本事業

推進者らの研究で，STMを用いて作製された金

のナノワイヤが魔法数7のヘリカル多層シェル

構造をもつことが明らかになった．また，同じ

く理論的研究で，金属的カーボンナノチューブ

は散乱体があっても電気抵抗のない完全導体

となることが予言されている． 

このように，ナノスケールではこれまでの物

質とは全く異なる構造や物性が発現し，本拠点

はその進展に世界最先端の重要な寄与をして

きた．これをさらに発展させることにより新し

い量子ナノ物理学を生み出すことを目指すの

が本拠点の目的である． 

具体的には，新しい原子スケールのナノ構造

を形成し，その局所構造観察と評価，制御，物

性計測，量子状態の理論的解明と予言により，

その発現の起源を明らかにするとともに，新し

いナノ構造における新しい物理現象を探求し，

新しい物理概念を発掘する．同時に新しい計測

手段の開発も行う．さらに，量子論に内在する

不可思議な性質とされる「量子状態のもつれ」

と「非局所性」を積極的に利用した量子情報処

理である量子暗号，量子テレポーテーション，

量子計算に関する基礎的研究を推進すること

により，ナノ構造を用いた量子情報処理への道

を拓く． 

[2]ユニーク性と発展性 

ナノワイヤは，魔法数7のヘリカル多層シェ

ル構造のような螺旋構造を始め，ナノスケール

特有な構造をもつ．このナノワイヤの研究は世

界的にユニークである．一方，カーボンナノチ

ューブは世界中で活発に実験・理論両面から研

究が行われている．しかし，本拠点は第一原理

電子状態計算，量子輸送現象，相互作用効果な

どの理論研究を有機的に協力して行えるとい

う特徴を持っている．本拠点ではそれ以外にも，

ナノ構造の作製，その局所構造観察，制御，物

性計測, 新しい計測手段の開発などを行って

いる研究グループが充実している．さらに，ナ

ノ構造の電子状態とスピン状態の予測で実績

があり，量子情報処理の基礎実験と基礎理論の

面での研究も進んでいる．さらに，カリフォル

ニア大学バークレー校の関連研究者とは理

論・実験両面での国際共同研究も進んでいる． 

本研究拠点は，トポロジカルな新しいナノ構

造の形成と，ナノ構造における電子，電荷，ス

ピン，クーパー対，プラズモン，励起子，フォ

ノン，ロトン，フォトンなどの量子が示す物理

現象を探求・解明することによって新しい物理

概念を発掘することを目的とする．半導体を用

いた量子細線や量子ドットなどの量子構造が

作られ，現在のサブミクロン領域から微細化を

さらに進めてナノ領域へ向かおうとする研究

が数多くなされている．本拠点ではこの半導体

量子構造もその重要性から研究対象として含

めるが，中心となるのはあくまでその2桁スケ

ールの小さいナノワイヤ，ナノチューブ，ナノ

粒子，あるいはその階層的複合構造などである． 

また，将来実現される量子情報処理や通信は，

必然的にナノ構造における電子とスピンを用

いて行われるが，本拠点ではこのナノ構造を用

いた量子情報処理のための要素研究と関連す

る基礎的な理論的課題も追求する． 
 

量子ナノ物理学の研究対象 
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８．教育実施計画 

[1]大学院生の自主的研究活動を支援

し，世界最先端の研究者育成を目指

す． 

物性および基礎物理学専攻では，これ

まで大学院生（特に博士後期課程）に若

手研究者としての自覚を与えることを

重要な指導方針としてきた．学生がしっ

かりとした動機付けを持ち主導的に研

究を推進することが，世界最先端の量子

ナノ物理学を担う研究者を育てるための必須

条件であることに鑑み，自発的，自主的研究活

動をさらに積極的に推奨し，自主性の涵養を重

視する．そのために以下の施策を行う． 

 量子ナノ物理特別コースを設け，RAとして

優先的に採用し，最先端の教育研究に従事

させるとともに，博士前期課程学生の博士

後期課程進学を推奨し，学位の早期取得を

推奨し支援する． 

 研究成果の論文による発表とともに，学生

自身による内外の学会，国際会議での論文

発表を強く推奨し、そのための支援をする． 

 学内並びに学外の研究者を聴衆とする研究

成果発表会を専攻主催で定期的に開催し，

物性・基礎両専攻の大学院生や若手研究者

に研究成果を発表させる． 

 量子ナノ物理学の体系化を目指して，基礎

から最先端，その広い応用までの充実した

講義を整備し，これを大学院生向け教科書

「東工大ナノ量子物理学シリーズ」として

出版する． 

[2]大学院生や若手研究者の国際的研究活動を

支援する． 

研究の国際的広がりを大学院生に認識さ

せ，国際性を養うために以下の施策を実施す

る． 

 物性・基礎物理学両専攻では，毎年多数の

短期および長期の外国人研究者を受入れて

いる．これをさらに充実することにより，

大学院生や若手研究者が世界のトップクラ

スの内外研究者と交流する環境を整える． 

 在学時の短期留学や関連する国外での国際

会議・集会への積極的な参加を推奨し，旅

費等の支援を行う． 

 在学時からの外国研究者との交流を通じ

て，学位取得後外国で博士研究員となるこ

とを強く推奨する． 

 研究者として必要な会話，論文執筆などの

実践的英語教育を非常勤講師等によるクラ

ス開講によって行う． 

 博士研究員枠を広く海外研究者へ解放し，

国際化を推進する． 

[3]東京工業大学を中心とする国内教育研究協

力体制を構築する． 

学生に国内他大学，研究機関の研究者との自

主的な交流を促進し，学位取得後の所属研究機

関の選択の幅を増やし，内外に東京工業大学出

身の研究者を輩出することを目標とし，次の施

策を行う． 

 最先端で活躍する国際的研究者を講師に迎

え，東京工業大学主催のトピックススクー

ルを定期的に開催し，大学院生の参加を促

すとともに，他機関の参加者も求める．15

時間をこえるスクールに対する単位認定を

行う． 

 大学院生や博士研究員の他大学，共同利用

研究機関，国立研究所，その他研究機関で

の共同利用などを通じた研究交流を支援促

進する． 

 博士研究員を広く一般から公募し，また，

大学院生にも東京工業大学以外の研究機関

の博士研究員となることを推奨し，若手研

究者の流動性を高める． 

大学院教育・若手研究者育成の概念図 
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９．研究教育拠点形成活動実績 

①目的の達成状況 

1)世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体

の目的達成度 

本拠点の目的を要約すると，ナノ構造の物理

現象の探求，新物理概念の発掘，計測手段の開

発，量子情報処理の基礎研究により，世界的な

研究教育拠点となることである．そのため，世

界最先端の研究を推進し，大学院博士課程教育，

若手研究者育成，成果公表と評価のために活発

な活動を行い，目的は十分達成した． 

研究面での多数の成果の詳細は後述するが，

世界最高水準の学術的知見を得る研究や，新た

な分野の創成があった．例えば，金のナノワイ

ヤの研究では，STMとTEMを組み合わせた実験に

より，新たな平面状ナノワイヤを発見し，さら

に構造とコンダクタンスの明確な対応を明ら

かにすることができた(JPSJ Editor's Choice, 

2007年)．また，カーボンナノチューブの出発

点であるグラフェン物性に関する先駆的理論

研究が，爆発的に増加したグラフェン分野の中

で大きな役割を果たしている(2008年開催の米

国物理学会で全講演の7%がグラフェン関連，国

際会議がほぼ毎月のように世界のどこかで開

催されている)．なお，事業推進担当者はいく

つかの賞を受賞し[2003年紫綬褒章(高柳邦夫), 

2004年ラングミュア賞(高柳邦夫), 2006年江崎

玲於奈賞(安藤恒也), 2006年仁科記念賞(西森

秀稔), 2007年文部科学大臣表彰(上田正仁，河

合誠之)など]，日本物理学会若手奨励賞に助手，

助教等の若手4名が選ばれた． 

大学院教育の面では，博士後期課程学生の研

究実績・目的・計画等を記述した申請書に基づ

き，年間30名程度のRAを選抜し，自主的な研究

活動の動機付けおよび経済支援を行った．物

性・基礎両専攻にまたがるCOE量子ナノ物理学

特別コースを新設し，後期博士課程1年生から

各年10名程度を選抜し，優先的にRAに採用した．

さらに，国際会議等出席旅費の補助，若手研究

者支援費などを支給し，自主的な研究と国際会

議での論文発表を推奨するとともに，その基礎

力養成のために，COE特別講義，COE連続講義，

海外研究者による特別講義，アカデミックライ

ティング・アカデミックプレゼンテーションの

講義を開講した．また，RA学生の研究発表を学

生主導で行う量子ナノ物理学コロキウムを毎

年開催した．さらに，3回の公開シンポジウム

での発表を義務付け，2回の国際シンポジウム

への参加を強く推奨するなどの活動を行った．

その結果，博士課程の充足率，学術論文発表数，

国際会議，国内会議での発表数の大幅増加など，

学生の研究活動の活性化が目に見える形で現

れた． 

若手研究者育成も本拠点の目標の一つであ

り，国内外の一般公募により，本拠点の重点分

野にCOE博士研究員を，前期(2003-2005年)に7

名(含外国人1名)採用し，後期には再公募によ

り6名を採用した．比較的経験を積んだ博士研

究員はCOE助手あるいは助教とし，演習などの

教育経験を積むことにも配慮した．また，他機

関の研究者と共同でミニシンポジウムを企画

させることにより，若手研究者の国内ネットワ

ークを広げる試みを行った．本COE終了時ある

いはそれを待たずに他機関へ異動するなど，十

分な成果を上げた． 

研究成果の公表と評価のために国際シンポ

ジウムを2回[2005年参加者190名(外国人30名), 

2007年参加者219名(外国人36名)]，公開シンポ

ジウムを3回開催した[2004年参加者120名, 

2006年参加者160名, 2007年参加者190名]．さ

らに，サマースクールやワークショップ，若手

主導のミニシンポジウム2回を開催し，物理学

への関心を高めるための高校生や一般向けの

啓蒙活動にも積極的に取り組んできた．特に，

国際シンポジウムでは，量子ナノ物理学分野の

本格的な国際会議となることを目指し，査読付

き学術雑誌[Physica E 29, 443-734 (2005)と 

40, 213-442 (2007)]にプロシーディングを出

版した．これは，他機関や海外からの会議参加

を促し，研究ネットワークを広げ，世界的な研

究教育拠点としての存在をアピールするとと

もに，大学院学生の教育，若手研究者の育成に

大きな効果があった． 

2006年1月，カリフォルニア大学バークレー

校において合同シンポジウム「ナノサイエンス

と量子物理学」を開催した．同校の物理教室は

ローレンスバークレー研究所と一体となって

米国のナノサイエンス研究拠点をなしており，

研究協力を推進することは拠点発展に資する

ことが大きい．なお，申請中のグローバルCOE

でも同校との協力が重要な鍵となっている．ま

た，本COE終了後の活動拠点として計画してい

た「量子ナノ物理学研究センター」を平成17年

度から学内措置のセンターとして発足させ，そ

の活動を開始した．なお，このセンターは申請

中のグローバルCOEでも活動の中核として計画

されている． 

2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

人材育成面の目標は，大学院生の自主的研究

活動の支援による世界最先端の研究者育成，大

学院生や若手研究者の国際的研究活動の支援，

国内教育研究協力体制の構築である．そのため，
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前項で述べたさまざまな施策を行い，大学院学

生の研究活動を活発化し，拠点形成に大きく寄

与した． 

特に，博士課程の学生がRAとしてサポートさ

れ，第一線の研究に専心集中し，海外の国際会

議発表等で成果を実感できることの重要性が

明確になった．これは，学生の学術雑誌への論

文出版数，国際会議での発表数がCOE開始時の2

倍以上に増えたことからも明らかである．出身

大学院生は東京工業大学を始め他大学・他機関

の博士研究員等として研究を進展させ，海外の

研究機関へ進む者も現れている．なお，RA主導

で毎年開催した研究発表会(量子ナノ物理学コ

ロキウム)は研究室間の交流を活発にし，物

性・基礎両専攻の活性化と研究室間連携強化に

重要な役割を果たした． 

若手研究者育成ではCOE博士研究員あるいは

助手/助教を合計13名(内外国人1名)採用し，そ

の活動が本拠点の重点分野の進展に大きく寄

与した．国内研究教育体制の構築の具体化に向

けて，ミニシンポジウム「カーボンナノチュー

ブの光学応答」(2007年，参加者50名)と「ナノ

スケールに現れる新奇な超流動・超伝導」(2008

年，参加者63名)を開催した．この研究会は，

本拠点所属の若手研究者が他研究機関の若手

研究者と共同で企画運営した．そのため，若手

研究者間のネットワークを広げるのに大いに

役立った．ただし，任期制であまり余裕のない

研究員への負担もあり，数多く開催することは

現実的ではない． 

3)研究活動面での新たな分野の創成や、学術的

知見等 

 拠点形成に向けて，[1]ナノ構造形成・観測，

[2]ナノ構造物性理論，[3]ナノ構造物性評価，

[4]フロンティア応用の4グループを組織した．

主な研究成果は以下の通りである． 

 [1]ナノ構造形成・観測：UHV-TEMとSTM/AFM

による金ナノワイヤの研究では，前述のように

新しい平面状ワイヤを発見し，構造とコンダク

タンスの明確な対応を明らかにすることに成

功した(JPSJ Editor's Choice, 2007)．この業

績は2004年のラングミュア賞(高柳邦夫)への

寄与の一つとなっている．さらに，軽元素も直

接観察できる分解能0.05nmの電子顕微鏡を開

発し，ナノワイヤに関するこれからの研究の発

展が期待できる．また，スピンのナノ構造の形

成と光やスピンSTMによるナノスケールの磁化

反転，磁化制御，スピンナノチューブにおける

量子効果の観測，量子スピンダイマー系のボー

ス・アインシュタイン凝縮(JPSJ Editor's 

Choice, 2007年)，プラズモニック結晶の表面

プラズモン観測などの研究が進展した． 

 [2]ナノ構造物性理論：新しいグラフェン分

野の創成・発展への寄与については前述のとお

りである．ナノチューブに関しては，金属ナノ

チューブの完全伝導チャネルに対する対称性

の役割，半導体及び金属ナノチューブの光吸

収・発光への電子間相互作用と励起子効果，ア

ハラノフ—ボーム効果による励起子の非発光－

発光転移，垂直偏光励起子吸収の予言，多層ナ

ノチューブにおける層間相互作用消失の起源

など，実験研究の世界的な発展に呼応した研究

が行われた．これらは2006年の江崎玲於奈賞

(安藤恒也)への寄与の一つとなっている．さら

に，MgB2などの新物質からなるナノチューブの

第一原理物性予言，170種以上のカイラルカー

ボンナノチューブ電子構造の解明，フラーレン

成長過程，各種ナノチューブの圧力誘起構造相

転移の研究なども行われた．また，ボース・ア

インシュタイン凝縮体の自発的対称性の破れ，

スピンテクスチャー，新しい量子相の研究やナ

ノ回路における相互作用効果の研究も行われ

た． 

 [3]ナノ構造物性評価：極低温強磁場で動作

する世界唯一のSTMを開発し，超伝導体の渦糸

格子の構造変化と渦糸芯の対称性を観測した

(JPSJ Editor's Choice, 2004年)．さらに，STS

により異方的超伝導体の渦糸芯局在状態の観

測に成功した(JPSJ Editor's Choice, 2007年)．

これらは超伝導体に現れるナノ構造形成につ

いて新しい知見を与える世界最先端の研究で

ある．また，表面やナノ空間における超伝導・

超流動の物性解明(JPSJ Editor's Choice, 2006

年)，量子ドット励起子のデコヒーレンス制御

可能性の検証，スピン偏極した不安定核ビーム

とその応用を目指した研究や原子の電子双極

子モーメント探索のためのスピンメーザーの

開発なども行った． 

[4]フロンティア応用：光を使った量子情報

処理の要素研究として，電磁誘起透明化を用い

た単一光子情報の原子集団への保存・再生，コ

ヒーレント状態の直交位相振幅情報の転写・再

生，冷却 Rb 原子集団への真空スクイーズ状態

の保存・再生など，多くの重要な研究が行われ

た．また，カーボンナノチューブを用いたガン

マ線検出器に関する基礎研究，ガンマ線バース

トの衛星と地上望遠鏡による観測，超高エネル

ギー宇宙線検出に向けた広視野高分解能望遠

鏡開発，量子情報・記憶の誤り訂正限界の理論

と関連するスピングラスの数理的解析，さらに，

量子計算アルゴリズムの位相幾何学的な理解

と量子最速曲線の理論など，活発な研究が行わ

れた． 
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4)事業推進担当者相互の有機的連携 

研究グループ及び物性・基礎両専攻間の連携

体制を確立するために次の施策を実行した．

[1] COE特任教授(小林潔)のもとに，実行委員

会を定期的に開催し，COE博士研究員・学振特

別研究員の重点的な配置等の重要事項の議論

と決定．[2]物理COEセミナー，COE連続講義, COE

コロキウム, COE研究員研究発表会等による情

報交換．[3] 3回の公開シンポジウム，2回の国

際シンポジウムの企画運営と開催による親密

な情報交換と議論．[4] 2006年1月米国カリフ

ォルニア大バークレー校と合同シンポジウム

「ナノ科学と量子物理」の開催．[5]若手研究

者によるミニシンポジウムの開催． 

このような活動により，量子ナノ物理学特別

コース，物性物理学専攻，基礎物理学専攻の大

学院教育の面での連携がさらに強化された．

2006－2007年度に，両専攻共同の魅力ある大学

院教育イニシアティブ「国際的リーダーシップ

をもつ物理学者の養成」が採択されたのもこの

ような施策の成果と考えられる．研究面でも，

物性実験・理論間はもちろん，実験グループ間

でも，STM/STS装置，検出器・検出法などの共

有とノウハウ交換，また原子核理論のナノ構造

物性理論への応用など，有機的関係が強化され

た．事業推進中に，担当者が多数の特定領域研

究などの大型科学研究費や，JST-CREST, ERATO

などの大型プロジェクトを発足させているこ

とにも間接的に大きな寄与をしたと考えられ

る． 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

 前述のように，2回の国際シンポジウムの開

催により，量子ナノ物理学分野における世界的

な研究教育拠点としての存在をアピールする

ことができた．また，サマースクールや，大学

院語学教育の充実，海外での成果発表の推進，

カリフォルニア大学バークレー校とのシンポ

ジウムなども国際競争力を高めることに大き

く貢献した．その結果，海外での博士研究員採

用や海外との新たな共同研究が多数生まれて

いる．トムソンISI社が発表する物理分野にお

ける東京工業大学の世界ランキングは，2005年

44位，2006年37位，2007年33位，2008年30位と

上昇し，平均被引用論文数でも2005年 8.4，

2006年 9.3，2007年 10.1，2008年 10.8と急激

に上昇していることにも本拠点が大きな役割

を果たしたと考えられる． 

6)国内外に向けた情報発信 

本COEの期間中，2回の国際シンポジウム開催

とプロシーディングの出版，3回の公開シンポ

ジウム開催，2回のミニシンポジウム開催，ワ

ークショップとサマースクールの開催，研究成

果報告書，パンフレット等の刊行などの他に，

東京工業大学全体で一般・高校生向けに開催し

た「インターCOE」へ積極的に参加した．さら

に，小柴昌俊特別講演会，国際物理年のアイン

シュタイン講演会など，物理学分野の啓蒙およ

び広報の一環としての活動も行った．また，ホ

ームページ(日本語・英語)を開設・運用し，国

際シンポジウム，公開シンポジウム等の情報，

セミナー情報，特別講義情報，ニュースなどを

発信した． 

7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形

成のため効果的に使用されたか） 

本COE予算は，特別コースおよびRA採用によ

る博士課程大学院生支援とCOE博士研究員採用，

若手研究者支援費，国際会議・共同研究等の海

外派遣費用，国際シンポジウム等開催費用，量

子ナノ物理学特別講義など，ほとんどすべて若

手研究者育成のために支出した．このための事

務処理は膨大であり，非常勤支援職員を雇用し，

マネージング・プロフェッサーの下にCOE拠点

室を構成して運営した． 

②今後の展望 

物理学では新しい物質や構造から新しい概

念につながる発見が生まれることが多く，これ

からもナノ構造がその舞台となることは疑う

べくもない．本COEの活動によって重要で新し

い学術的知見が得られ，新しい分野が生まれた．

この成果を基に設置した量子ナノ物理学研究

センターなどを核として，本拠点の研究・教育

活動をさらに高めて行くことが重要である．ま

た，平成20年度開始予定のグローバルCOEに是

非とも採択され，引き続き，世界的な拠点の形

成を目指したい． 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内

外に与えた影響度） 

学内的には，大学院学生のRA支援と若手研究

者との交流などによる研究意識の向上と，研究

室間の交流と連携の活発化が本COEの著しい成

果である．その結果が学術論文発表数および学

会・国際会議での講演発表数の大幅増加となっ

て現れた．国内的・国際的には，最先端の研究

により世界の量子ナノ物理学分野をリードし，

国際シンポジウムと公開シンポジウム等の開

催や多数の若手研究者育成により国際的研究

ネットワークの拡大に貢献した．前述のトムソ

ンISI社による東京工業大学の物理学分野にお

ける「世界ランキング」と「平均被引用論文数」

の急上昇はその必然的な帰結であろう． 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者

（３名程度）） 

[1] 2004年3月17-18日・五反田ゆうぽうと，量子ナノ物理学第1回公開シンポジウム 

参加人数120名(外国人2名)，主な招待講演者：江崎玲於奈，飯島澄男，榊裕之，蔡兆申，高柳英明，潮田資勝，

五神真，H.H. Bertschat，樽茶清悟，外村彰 

[2] 2004年2月19-21日・東京工業大学大岡山キャンパス，COE International Symposium/School on Spin and Quantum 

Structure in Hadrons, Nuclei and Atoms 

参加人数60名(外国人8名)，主な招待講演者：S. Austin, F. Marechal, R. Neugart, P. Mantica, B.-Q. Ma, 

E. Stachowska 

[3] 2004年7月22-25日・東京工業大学大岡山キャンパス，COE Summer School on Modern Approaches to Quantum Many-

Particle Systems 

参加人数50名(外国人5名), 主な招待講演者：I. Affleck, I.Herbut, A. Kluemper, A. Vishwanath, X. Zotos

[4] 2004年9月21日・東京工業大学大岡山キャンパス，東京工業大学特別講演会 

参加人数412名(外国人14名)，主な招待講演者：小柴昌俊，多田真由子, 特別企画として本拠点の紹介，リン

ダウ会議の紹介と参加報告もおこなった 

[5] 2005年1月26-28日・東京工業大学大岡山キャンパス，First International Symposium on Nanometer-Scale Quantum 

Physics (nanoPHYS05) 

参加人数190名(外国人30名)，主な招待講演者：M.S. Dresselhaus, E. Tosatti, M. Aono, M.L. Cohen, J.M. 

van Ruitenbeek, J. Kono, S. Iijima, W.D. Phillips, J.E. Mooij, 会議のプロシーディングスをPhysica E 

29, 443-734 (2005)として刊行した 

[6] 2006年1月5-6日・米国カリフォルニア大学バークレー校，東京工業大学－カリフォルニア大学バークレー校合同

シンポジウムNanoscience and Quantum Physics 

参加人数70名(外国人55名)，主な招待講演者：S. Iijima, M. Crommie, S.G. Louie, M.L. Cohen, P. Arivisatos, 

A. Zettl 

[7] 2006年3月16-17日・五反田ゆうぽうと，量子ナノ物理学第2回公開シンポジウム 

参加人数160名(外国人1名)，主な招待講演者：有馬朗人，飯島澄男，大野英男，井上慎，枝松圭一，野田進

[8] 2006年11月1日・東京工業大学大岡山キャンパス，量子ナノ物理学ワークショップ「メゾからナノへ」 

参加人数94名(外国人1名)，主な招待講演者：榊裕之，川路紳治，G. Abstreiter，勝本信吾 

[9] 2007年1月24-26日・東京工業大学大岡山キャンパス，Second International Symposium on Nanometer-Scale Quantum 

Physics (nanoPHYS07) 

参加人数219名(外国人36名)，主な招待講演者：Ph. Avouris, R. Wiesendanger, G.E. Santoro, M. Doi, A. Geim, 

Y. Yamamoto, A. Oshiyama, S.G. Louie, J. Hone, H. Kuzmany，会議のプロシーディングスをPhysica E 40, 

213-442 (2007)として刊行した 

[10] 2007年3月22日・東京工業大学大岡山キャンパス，ミニシンポジウム「カーボンナノチューブの光学応答」 

参加人数50名(外国人0名)，主な招待講演者：齋藤理一郎，岡本博，中村新男，宮本良之，松田一成，大野雄

高，宮内雄平，嶽山正二郎，瓜生誠司 

[11] 2007年12月20-21日・五反田ゆうぽうと，量子ナノ物理学第3回公開シンポジウム 

参加人数190名(外国人1名)，主な招待講演者：片浦弘道，藤澤利正，高橋義朗，飯島澄男，押川正毅，中村泰

信 

[12] 2008年1月18日・東京工業大学大岡山キャンパス，ミニシンポジウム「ナノスケールに現れる新奇な超流動・超伝

導」 

参加人数63名(外国人0名)，主な招待講演者：戸田亮，山本恵一，金聖雄，上野和紀，猪股邦宏，田仲由喜夫，

加藤雄介，池上弘樹，村川智 
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

[1] RA採用：博士後期課程学生を対象に，研究実績，目的，計画等を記述した申請書に基づき，毎年4月に選考委員会

で審査選抜した．採用されたRA (2003年度39名，2004年度31名，2005年度25名，2006年度34名，2007年度34名)に

対して自主的な研究活動の動機付けのために1人約60万円/年の支援を行った． 

[2] COE博士研究員採用：一般公募により，2003年10月に4名(内外国人1名)，2004年4月に3名，計7名のCOE博士研究員

を採用した．若手研究支援費の支給，国際会議派遣等により，COE研究の中心的な役割を担うよう独自研究を支援

した．独創的な研究推進体制の強化と人材流動化を図るために，2005年度に博士研究員の見直しを行い，再度一

般公募により2006年4月に6名(特任助手あるいは特任助教3名，博士研究員3名)を採用した． 

[3] 量子ナノ物理学特別コースの新設：2004年度から物性物理学，基礎物理学両専攻の学生を対象に専攻共通の特別

コースを新設した．修士論文およびその発表会（あるいは博士後期課程入学面接）における発表内容と研究実績，

目的，計画等を記述した申請書により，毎年4月選考委員会で審査し，特別コース所属博士後期課程学生(2004年

度9名，2005年度11名，2006年度12名，2007年度8名)を選抜した．優先的にRAに採用することにより最先端の研究

活動を支援し，博士後期課程進学の動機付けとした． 

[4] 特別コースカリキュラム：2004年度から物性物理学，基礎物理学両専攻の学生を対象に特別コース用カリキュラ

ムが設けられた．国際性を身に着けた世界最先端の研究者を育成するために，専門分野の集中講義に加えて，連

続講義，アカデミックライティング／プレゼンテーションを開講した．連続講義ではオムニバス形式で最先端の

研究を紹介することにより，視野の広い研究者の育成を目指した．また，日本人に加えて英語を母国語とする非

常勤講師によるアカデミックライティング，アカデミックプレゼンテーション講義では研究者として必要な英語

力（コミュニケーション，論文執筆等の英語力）の向上を目指した． 

[5] 英語での研究発表と論文執筆：RAおよび特別コース所属の学生に対して，First International Symposium on 

Nanometer-Scale Quantum Physics (2005年1月26-28日，東京工業大学で開催)，およびSecond International 

Symposium on Nanometer-Scale Quantum Physics (2007年1月24-26日，東京工業大学で開催)において，英語での

論文発表を推奨し，英語によるコミュニケーション力を鍛える場を提供した．また，プロシーディングとして

Physica Eへの英文論文の投稿を推奨し，査読の結果，該当学生の論文4編(2005年)，13編(2007年)が採択出版さ

れた． 

[6] 量子ナノ物理学コロキウムの開催：特別コースのカリキュラムの1科目として，RAおよび特別コース所属の学生に

よる研究発表に対して，両専攻の教員，学生が討論し研究内容・発表に助言を与える量子ナノ物理学コロキウム

を2004年12月21－22日，2005年11月24－25日，2006年10月27，30日，2007年10月26，29日に開催した．学会世話

人や国際会議の委員等の役割を演習する意味も含めて，学生代表世話人が中心になってコロキウムを開催し，両

専攻の研究室間の交流と連携を計った． 

[7] 大学院学生および若手研究者の国内海外派遣：物性物理学，基礎物理学両専攻の博士後期課程学生，COE博士研究

員(特任助手あるいは助教を含む)を対象に2003年度から毎年，海外で開催される国際会議等での発表，共同研究

による他大学／他機関の研究者との交流，国際的な研究活動を支援した．なお，RAの1人がノーベル賞受賞者の集

まりである2005年のリンダウ会議に日本代表の1人として参加した．また，そのアジア版である2008年のHOPEミー

ティングにもRAの1人が日本代表の1人として参加した． 

[8] 若手主導ミニシンポジウムの開催：「国内研究教育体制の構築」の具体化に向け，量子ナノ物理学に関連する研

究分野の学生，研究者を対象にして，COE博士研究員と他大学/研究機関の若手が世話人として協同で研究会を開

催した．2007年3月22日に「カーボンナノチューブの光学応答」，2008年1月18日に「ナノスケールに現れる新奇

な超流動・超伝導」に関する研究会を東京工業大学で開催し，この分野の研究教育拠点として国内の若手研究者

との交流を深め，ネットワークを広げる活動を行った． 

[9] COE博士研究員研究発表会の開催：2004年度から毎年，COE博士研究員自身の研究内容を主に学内の研究者，学生

に向けて発信する機会を設けてきた．研究員が主体となって2004年5月26日，2005年10月21日，2006年5月12日，

2007年10月3日に発表会を開催し，学内研究者，研究室間の交流と連携を計った． 

[10] 物理COEセミナーの開催：各研究室学生，教員を対象に，それぞれの専門分野および異分野間での研究交流を目的

に，2003年度から合計84回開催された． 
 



機関名：東京工業大学 拠点番号：G09 

 

２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果 

 

（総括評価） 

 設定された目的は十分達成された 

（コメント） 

 拠点形成計画全体については、研究戦略室が中心となって、戦略的マネジメント体制を

確立し、研究・教育システム及び産学連携体制の改革に取り組み、また、これまでの実験

と理論による研究実績に基づき、ナノスケールで発現する新しい物理学を生み出す拠点と

して活動し、世界最高水準の成果をあげた。 

人材育成面については、大学院教育において、「ＣＯＥ量子ナノ物理学特別コース」を

設置し、ＣＯＥ特別講義・連続講義などを開講するほか、学生主導のコロキウムの開催、

国内外の学生・研究者との交流を進めることによって、“ナノ”を意識した広い視野を持

つ人材を育成した。学位取得者の大部分が職を得ており、就職先は、国内外の様々な大学・

研究所・企業に分布していることは、量子ナノ物理学の実力と広い視野を持つ人材を社会

に供給したことを示しており、評価できる。一方、若手研究者育成に関しては、ＣＯＥ博

士研究員あるいは助手（助教）として採用し、量子ナノ物理学分野の進展に寄与しており、

評価できる。しかしながら、留学生育成の実績が見受けられず、世界最先端を標榜するた

めには、グローバルな観点から留学生の人材育成が望まれる。 

研究活動面については、実験研究において、金のナノワイヤの研究で平面状ワイヤを発

見し、構造とコンダクタンスの対応を明らかにした。また、分解能0.05nmの電子顕微鏡、

極低温強磁場で動作する走査型トンネル顕微鏡など、ナノ構造の観測・評価を発展させる

上で有用な機器の開発を行った。一方、理論研究ではグラフェンの物性、ナノチューブの

完全伝導チャネルに対する対称性の役割などについて独創的成果をあげた。また、光を使

った量子情報処理の要素研究において、重要な成果をあげるなど、実験と理論の両面で世

界最高水準の成果をあげており、評価できる。 

補助事業終了後については、学内措置で「量子ナノ物理学研究センター」を設置しおり、

本センターが核となって、量子ナノ物理学の世界的拠点として、研究教育を継続的に展開

することを期待する。 
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